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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段で撮像された画像信号のうちの色信号を可変することにより画像の白色点の輝
度を変更できるホワイトバランス機能により自動または手動で決定された２点以上の白色
点を記憶し、上記記憶された２点以上の白色点間を白色点調整範囲として手動または自動
での白色点の調整を行う白色点調整手段と、
　上記記憶された２点以上の白色点間を自動的に遷移させる白色点間遷移手段と、
　撮像手段で撮像された画像信号のうちの色信号を可変することにより画像の色再現を調
整できる色調整機能により自動または手動で決定された２点以上の色調整設定を記憶し、
上記記憶された色調整設定間を色調整範囲として手動または自動での色調整を行う色調整
手段と、
　上記記憶された２点以上の色調整設定間を自動的に遷移させる色調整設定間遷移手段と
、
　ズームを制御するための手段により２点以上のズーム位置を記憶し、
　上記記憶されたズーム位置間をズーム動作範囲として手動または自動でのズームを行う
手段と、
　上記ズーム位置の自動遷移は、ズームとフォーカスを遷移させるものであって、ズーム
の位置に合わせてフォーカスの始点・終点の位置を計算し、その間を内分して遷移を行う
手段と、
　上記記憶された２点以上のズーム位置間を自動的に遷移させる手段と、
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　カメラ撮像方向及び範囲を制御する手段により２点以上のカメラ撮像方向及び範囲を記
憶し、上記記憶されたカメラ撮像方向及び範囲間を動作範囲として手動または自動でのカ
メラ撮像方向及び範囲制御を行う手段と、
　上記記憶された２点以上のカメラ撮像方向及び範囲間を自動的に遷移させる手段と、を
備え、
　上記自動での色調整設定を、上記記憶された２点以上の色調整設定の間でその距離に関
わらず任意に指定された時間で行い、
　上記自動でのズーム位置の設定を、上記記憶された２点以上のズーム位置の間でその距
離に関わらず任意に指定された時間で行い、
　上記自動でのカメラ撮像方向及び範囲設定を、上記記憶された２点以上のカメラ撮像方
向及び範囲の間でその距離に関わらず任意に指定された時間で行う
　撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホワイトバランス機能、色調整機能、ズーム設定、カメラ撮像方向及びカメ
ラ撮像範囲の可変機能を備えた撮像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば民生用のビデオカメラにおいて、被写体を撮像する場合には、一般的にオートホ
ワイトバランス機能を用いて撮影環境の光源に対して白色点が合うように撮像を行うよう
にしていた。
【０００３】
　ところが、例えば室内撮影において窓越しに屋外被写体を含む画像などのように、画面
内に光源の異なる複数の被写体が存在した場合にはオートホワイトバランス機能を用いた
ままでは特定の光源（屋内または屋外）のみにしか白色点を合わせることが出来ず、良好
な撮像を行うことが出来なかった。
【０００４】
　また、特許文献１では、２点間の遷移を一定速度でしか実行できないため、例えば「遷
移終了直前滑らかに減速しながら遷移を止める」などの撮影時に有効な動作を行うことが
不可能である。
【０００５】
　また、特許文献１では、ズームの遷移を加えた場合、インナーフォーカスレンズにおい
てフォーカスの遷移を始点から終点の単純な直線補間にすると、意図したフォーカスの遷
移とならないし、前述した遷移とともに撮影方向／範囲を自動的に変えることができない
。
【特許文献１】特開２００２－１３９６６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこでこのような被写体の撮像を行う場合には、手動で目的の被写体に白色点をあわせ
ることになるが、上述のように画面内に光源の異なる複数の被写体が存在する環境ではそ
れらの被写体間で白色点を移動させる操作は、手動による白色点の切り換え操作となり、
切り換え部分で白色点が不連続であるため滑らかさを欠いた画像となってしまうという不
都合があった。
【０００７】
　従って、本発明は、このような点に鑑みて成されたものであって、決定された白色点の
情報を記憶し、記憶された白色点の間のみを動作するようにすることを課題とするもので
ある。
【０００８】
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　また、色再現においても白色点と同様に被写体の光源にあわせて最適化がなされている
ため、白色点と同様の処理を行うことで良好な撮像を行うようにすることを課題とするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の撮像装置は、撮像手段で撮像された画像信号のうちの色信号を可変することに
より画像の白色点を変更できるホワイトバランス機能により自動または手動で決定された
２点以上の白色点を記憶し、記憶された２点以上の白色点間を白色点調整範囲として手動
または自動での白色点の調整を行う白色点調整手段と、記憶された２点以上の白色点間を
自動的に遷移させる白色点間遷移手段と、撮像手段で撮像された画像信号のうちの色信号
を可変することにより画像の色再現を調整できる色調整機能により自動または手動で決定
された２点以上の色調整設定を記憶し、記憶された色調整設定間を色調整範囲として手動
または自動での色調整を行う色調整手段と、記憶された２点以上の色調整設定間を自動的
に遷移させる色調整設定間遷移手段とを備え、ズームを制御するための手段により２点以
上のズーム位置を記憶し、記憶されたズーム位置間をズーム動作範囲として手動または自
動でのズームを行う手段と、ズーム位置の自動遷移は、ズームとフォーカスを遷移させる
ものであって、ズームの位置に合わせてフォーカスの始点・終点の位置を計算し、その間
を内分して遷移を行う手段と、記憶された２点以上のズーム位置間を自動的に遷移させる
手段と、カメラ撮像方向及び範囲を制御する手段により２点以上のカメラ撮像方向及び範
囲を記憶し、記憶されたカメラ撮像方向及び範囲間を動作範囲として手動または自動での
カメラ撮像方向及び範囲制御を行う手段と、記憶された２点以上のカメラ撮像方向及び範
囲間を自動的に遷移させる手段と、を備え、自動での色調整設定を、記憶された２点以上
の色調整設定の間でその距離に関わらず任意に指定された時間で行い、自動でのズーム位
置の設定を、記憶された２点以上のズーム位置の間でその距離に関わらず任意に指定され
た時間で行い、自動でのカメラ撮像方向及び範囲設定を、記憶された２点以上のカメラ撮
像方向及び範囲の間でその距離に関わらず任意に指定された時間で行うものである。
【００１８】
　これにより、自動または手動で決定された２点以上の白色点間をホワイトバランス調整
の白色点調整範囲として、白色点の調整を滑らかにすると共に白色点の遷移を滑らかにす
ることができる。
【００１９】
　また、自動または手動で決定された２点以上の色調整設定間を色調整の調整範囲として
、色調整を滑らかにすると共に色調整の遷移を滑らかにすることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、決定された白色点の情報を記憶し、記憶された白色点間のみをホワイ
トバランス調整の範囲とすることで白色点の自動遷移を良好に行うことができる。
【００２１】
　また、白色点の調整を記憶させた２点以上の間で自動的に遷移させることによって白色
点遷移が自動的に行われるので極めて滑らかな遷移になり良好な撮像を行うことができる
。
【００２２】
　また、決定された色再現の情報を記憶し、記憶された色再現間のみを動作の範囲とする
ことで色再現の自動遷移を良好に行うことができる。
【００２３】
　また、色再現を記憶させた２点以上の間で自動的に遷移させることによって色再現遷移
が自動的に行われるので極めて滑らかな遷移になり良好な撮像を行うことができる。
【００２４】
　また、色再現を利用した画像効果（モノトーン画像やネガ画像など）に対して本処理を
行うことで、通常色再現を含めたそれぞれの画像効果間を滑らかに遷移させることができ
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、良好な撮像を行うことができる。
【００２５】
　また、ユーザーが任意に選択した遷移カーブに基づき、遷移速度を滑らかに変化させな
がら、２点間の遷移を行う事により、例えば「遷移終了直前滑らかに減速しながら遷移を
止める」、「遷移開始直後滑らかに加速し、途中一定速度を保ち、終了直前滑らかに減速
しながら遷移を止める」などの撮影時に有効な動作を行うことができる。
【００２６】
　また、インナーフォーカスレンズにおいてズームとフォーカスを同時に遷移させたとき
に、ズームによる画角の変化と、フォーカスが始点の距離から終点の距離へ徐々に変化さ
せることを同時に行うことができる。
【００２７】
　また、撮影方向及び範囲を、前述した遷移とともに自動的に遷移させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明における撮像装置の例を図１に示す。
　図１は、本発明に係る撮像装置における主要部の構成を簡略化して示したブロック図で
あり、光学系のズームレンズ１、アイリス２、フォーカスレンズ３、撮像素子４、タイミ
ングジェネレータ(TG)５、Ｓ／Ｈ（Sample/Hold）６、ＡＧＣ（Automatic Gain Control
）回路７、Ａ／Ｄ（Analog/Digital）変換回路８、信号処理ブロック９のホワイトバラン
スアンプ１０（以下ＷＢアンプ）、γ補正回路１１、色再現マトリクス１２、アパーチャ
ー回路１３、オートフォーカス用ディテクター１７、自動露出（ＡＥ）用ディテクター１
８、カメラ制御マイコン（マイクロコンピュータ）１９、記録媒体１４、LCD（Liquid Cr
ystal Display）ディスプレイ１５、VOUT(ビデオアウトプット）１６などを備えている。
【００２９】
　撮像素子４は、光を電気信号に変換する素子（画素）が配列されたＣＣＤ（Charge Cou
pled Device）などであり、撮像レンズ１を通過してくる光が結像して生成される画像を
電気信号に変換し、アナログ信号としてＳ／Ｈ６、ＡＧＣ回路７に送出する。
【００３０】
　Ｓ／Ｈ６、ＡＧＣ回路７は、撮像素子４から送られてくるアナログ信号をサンプリング
および増幅して、Ａ／Ｄ変換回路８へ送出する。
【００３１】
　Ａ／Ｄ変換回路８は、Ｓ／Ｈ６、ＡＧＣ回路７で増幅されたアナログ信号をデジタルの
画像信号（以下、色信号（Ｒ信号［赤］,Ｇ信号［緑］,Ｂ信号［青］））に変換してＷＢ
アンプ１０へ送出する。
【００３２】
　ＷＢアンプ１０は、各色信号のレベルを個別に増幅するＲアンプ,Ｇアンプ,Ｂアンプか
ら構成され、カメラ制御マイコン１９により調整されるゲイン値に従って、Ａ／Ｄ変換回
路８から送られてくる色信号（Ｒ信号［赤］,Ｇ信号［緑］,Ｂ信号［青］）を所定のレベ
ルに増幅して次段回路へ出力する。
【００３３】
　オートフォーカス用ディテクター１７は、オートフォーカス用に輝度信号の高周波成分
を検出するディテクターである。
【００３４】
　自動露出（ＡＥ）用ディテクター１８は、自動露出（ＡＥ）、オートホワイトバランス
制御を行うために、輝度、色情報を検出するディテクターである。
【００３５】
　カメラ制御マイコン１９は、オートホワイトバランス動作の時は白色画像に対してＡ／
Ｄ変換回路８から送られてくる各色信号（Ｒ信号［赤］,Ｇ信号［緑］,Ｂ信号［青］）の
レベルが等しくなるように、ＷＢアンプ１０のＲアンプ,Ｇアンプ,Ｂアンプそれぞれのゲ
イン値を調整する。
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【００３６】
　カメラ制御マイコン１９は、ユーザによる所定の設定操作（例えば、メニュー画面によ
る選択操作など）２０に応じて、ＷＢアンプ１０の各アンプ（Ｒアンプ,Ｇアンプ,Ｂアン
プ）のゲイン値を設定する機能も持つ。
【００３７】
　ホワイトバランス調整された各色信号はγ補正回路１１により出力信号レベル内に収ま
るようにγ処理され、色再現マトリクス回路１２に送られる。
【００３８】
　色再現マトリクス回路１２では、ＲＧＢ信号から演算によってＲ－Ｙ,Ｂ－Ｙの色信号
に変換され、アパーチャー回路１３で輝度信号(Y)の輪郭強調が施された後に記録媒体１
４に記録される。
【００３９】
　色再現マトリクス回路１２における演算処理の一例として以下の数１式で示すようなも
のがある。
【００４０】
（数１）
┏      ┓    ┏          ┓┏      ┓
┃Ｒ－Ｙ┃    ┃Ｋ１  Ｋ２┃┃Ｒ－Ｇ┃
┃Ｂ－Ｙ┃ ＝ ┃Ｋ３  Ｋ４┃┃Ｂ－Ｇ┃
┗      ┛    ┗          ┛┗      ┛
【００４１】
　この、色再現マトリクス回路１２内の演算係数Ｋ１～Ｋ４を変えることによって色再現
調整を行うことができる。
【００４２】
　図２に制御マイコンの遷移カーブ変換を実現するための機能ブロック図を示す。
　図２は、カメラ制御マイコン１９の内部の機能を示すものである。
　図２において、メモリ／実行モード切りかえ部３１は、ユーザーの操作により制御値を
記憶する「メモリ」 ポジションと制御値間を遷移させる「実行」ポジションを切り替え
る。
【００４３】
　また、制御値記憶ポジションＡボタン３７は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部
３１が「メモリ」モードに選択時はこのボタンを押下することにより、メモリーポジショ
ンＡを記憶する。また、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「実行」モード選
択時には、このボタンを押下することによりメモリーポジションＡの制御値へ遷移する動
作をする。
【００４４】
　また、制御値記憶ポジションＢボタン３８は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部
３１が「メモリ」モードに選択時はこのボタンを押下することにより、メモリーポジショ
ンＢを記憶する、また、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「実行」モード選
択時には、このボタンを押下することによりメモリーポジションＢの制御値へ遷移する動
作をする。
【００４５】
　また、遷移カーブ切り替えスイッチ３９は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３
１が「実行」モードを選択時における上述した制御値記憶ポジションＡボタンまたは上述
した制御値記憶ポジションＢボタンを押下して制御値を遷移させる場合の遷移カーブをユ
ーザーにより選択する入力手段である。
【００４６】
　また、マニュアルフォーカスリング４０は、このリングを回すことにより、マニュアル
フォーカス時にマニュアルでフォーカスレンズ３を操作できる。
　また、ズームリング４１は、このリングを回すことによりズームレンズ１を操作できる
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。
【００４７】
　また、送り制御部４２は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「実行」モー
ド選択時に各制御値補間用のカウンターを回すブロックである。
【００４８】
　また、遷移カーブ変換部４３は、上述した遷移カーブ切り替えスイッチ３９がカーブ１
またはカーブ２に選択時に上述した送り制御部４２で発生させたカウンターに対して４５
，４６で示す特性の異なるROM（Read Only Memory）テーブルのうちカーブ選択部４４に
より選択されたROMテーブルを用い直線遷移からカーブによる遷移に補正を加えるブロッ
クである。上述した遷移カーブ切り替えスイッチ３９が「リニア」に選択された場合は、
遷移カーブ変換部４３での補正は行わない。４５，４６で示す特性の異なるROMテーブル
は、あらかじめROM内に設けた複数種類の遷移カーブテーブルである。
【００４９】
　また、パン／チルト入力部４７は、ユーザーによりパン／チルトの量を設定する入力装
置である。
【００５０】
　また、露出制御目標値計算部２１は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「
メモリ」モード選択時に自動露出（ＡＥ）用ディテクター１８からのデータによりＡＥ（
自動露光制御）のための計算を行っている。露出制御補間部２２は、上述したメモリ／実
行モード切りかえ部３１が「実行」モード選択時に後述する遷移カーブによって露出制御
値間の補間を行う。
【００５１】
　また、ホワイトバランス制御目標値計算部２３は、上述したメモリ／実行モード切りか
え部３１が「メモリ」モード選択時に自動露出（ＡＥ）用ディテクター１８からのデータ
によりオートホワイトバランス等のためのＷＢアンプ１０の制御値計算を行う。ホワイト
バランス制御補間部２４は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「実行」モー
ド選択時に後述する遷移カーブによってWBアンプ１０制御値間の補間を行う。
【００５２】
　また、色再現目標値計算部２５は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「メ
モリ」モード選択時に色再現マトリクスの設定値の計算を行う。また、色再現制御補間部
２６は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「実行」モード選択時に後述する
遷移カーブによって色再現マトリクス制御値間の補間を行う。
【００５３】
　また、レンズ制御目標計算部２７は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３１が「
メモリ」モード選択時にオートフォーカス用ディテクター１７からの検波データに従って
オートフォーカスの制御計算を行う。また、フォーカスリング４０の操作によりマニュア
ルフォーカス計算を行う。また、ズームリング４１の操作によりズーム制御量計算、フォ
ーカス制御補正計算を行う。また、レンズ制御補間部２８は、上述したメモリ／実行モー
ド切りかえ部３１が「実行」モード選択時に後述する遷移カーブによってズーム、フォー
カスレンズの制御値間の補間を行う。
【００５４】
　また、パン／チルト制御目標計算部２９は、上述したメモリ／実行モード切りかえ部３
１が「メモリ」モード選択時にパン／チルト入力用のコントローラ入力４７により パン
／チルト制御量を演算する。パン／チルト制御補間部３０は、上述したメモリ／実行モー
ド切りかえ部３１が「実行」モード選択時に後述する遷移カーブによるパン／チルト駆動
制御値の制御量補間を行う。
【００５５】
　また、露出制御駆動指示部３２は、アイリス／電子シャッター／ゲインを制御値から実
駆動値へ変換して、アイリス２／TG５／AGC７に設定のためのコントロール信号を出す。
【００５６】
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　また、ホワイトバランス設定指示部３３は、ホワイトバランス制御値からWBアンプ１０
の設定値に変換してＷＢアンプ１０を設定する。
【００５７】
　また、色再現マトリクス設定指示部３４は、色再現マトリクス１２に値を設定する。
　また、レンズ駆動指示部３５は、フォーカス、ズーム制御値からフォーカスレンズ３、
ズームレンズ１それぞれのモーターへの駆動指示を出力する。
【００５８】
　また、パン／チルト駆動指示部３６は、パン／チルト制御値よりパン／チルト駆動アク
チュエータへの駆動信号を出す。
【００５９】
　図３にホワイトバランス遷移処理の動作を示すフローチャートを示す。
　図３において、状態の初期値（ステップＳ１）は”送りパターンの指定”である（ステ
ップＳ１－１）。ステップＳ２はユーザーによる送りパターンの選択処理である。以降送
りパターンは”２点間送り”、”３点間送り”、”手動送り”の３パターンをとりうるも
のを例として説明するが、停止位置を更に増やした物などそれ以外のパターンをとりうる
ようにも容易に設計できる。また選択の手段は例えば、ボタンを押すごとにトグルするも
の、メニュー形式からの選択、１対１に対応したボタンの押下などによって行われる。ス
テップＳ２で決定ボタンの押下を検出されると（ステップＳ３）、状態は”A点の指定”
となる（ステップＳ４）。
【００６０】
　”A点指定”の状態で（ステップＳ１－２）、ユーザーは１つ目の白色点をあわせたい
被写体（光源）に白色点を合わせる（ステップＳ５）。ステップＳ５は繰り返し呼ばれる
ため、決定ボタンの押下を検出されると（ステップＳ６）、毎回その時点の白色点位置が
上書きされ、ステップＳ７で次の状態に遷移した時点の値が保持される。現在の白色点位
置を与える手段は任意でよく、例えばマニュアルホワイトバランスで指定する方法や、対
象となる被写体付近をオートホワイトバランスによって撮像することによって得られる白
色点位置を記憶する白色点制御目標としてもよい。
【００６１】
　”A点指定”と同様に、”B点指定”の状態で（ステップＳ１－３）、ユーザーは２つ目
の白色点をあわせたい被写体（光源）に白色点を合わせる（ステップＳ８）。決定ボタン
の押下が検出されると（ステップＳ９）、ステップＳ１０で”３点送り”を選択した場合
は”C点指定” （ステップＳ１１）、それ以外は”遷移時間指定” （ステップＳ１２）
へ状態が変化する。
【００６２】
　A点、B点指定と同様に、”C点指定”の状態で（ステップＳ１－４）、ユーザーは３つ
目の白色点をあわせたい被写体（光源）に白色点を合わる（ステップＳ１３）。決定ボタ
ンの押下が検出されると（ステップＳ１４）、状態は”遷移時間指定”へ変化する（ステ
ップＳ１５）。
【００６３】
　”遷移時間指定” （ステップＳ１－５）で指定した白色点間をどれだけの時間で遷移
するかを決定する。実際には遷移時間の逆数に比例した遷移量を計算する（ステップＳ１
８）。遷移時間の指定は、例えば値を増減に対応するボタンを押すことで行うなどの方法
がある。また送りパターンに”手動送り”が選択されている場合（ステップＳ１６）は遷
移量はユーザーがダイアル等の操作手段をまわした方向、および量に基づいて、決定ボタ
ンの押下により決定されるので（ステップＳ１９）、この遷移時間の指定状態に入ると、
目標到達フラグをリセットすると共に（ステップＳ２０）、遷移位置をリセットして（ス
テップＳ２１）、すぐに次の”実行中” （ステップＳ１７、２２）の状態へ移行する。
【００６４】
　状態が”実行中”になると（ステップＳ１－６）、白色点位置を、指定した白色点間で
遷移させるホワイトバランス遷移実行の処理が行われる（ステップＳ２３）。
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【００６５】
　色再現についても白色点を色再現マトリクス演算係数と置き換えるだけで全く同様の処
理とすることが出来る。
【００６６】
　図４にズームとフォーカスを同時に遷移させた場合の動作を示す。
　上述した図２中の遷移カーブ変換ブロック４３にて、図４のように開始点５１から終了
点５２への遷移を一定速度で実行するリニアな制御目標指示値５６を、これではフォーカ
スが意図した動きにならないため、５３，５４，５５で示すような任意のカーブを描く曲
線上の制御目標指示値に変換する。この変換方法は例えば、図４のリニア制御目標値のサ
ンプリング点と任意のカーブ制御目標値のサンプリング点に基づいて、以下の変換式によ
って行うことができる。
【００６７】
　ここで、Lを合焦距離(又は合焦距離と相互に変換可能な指標)としたとき
ズームレンズ位置Zm、フォーカスレンズ位置Fcから合焦距離Lを求める関数を以下の数２
式で定義する。
【００６８】
（数２）
       L = F_to_L(Zm, Fc)
【００６９】
　ズームレンズ位置Zm、合焦距離Lからフォーカスレンズ位置Fcを求める関数を以下の数
３式で定義する。
【００７０】
（数３）
       Fc = L_to_F(Zm, L)
【００７１】
　このとき、ズームレンズ位置、フォーカスレンズ位置が共に始点であるときの合焦距離
:L始点は以下の数４式で求められる。
【００７２】
（数４）
       L始点 = f(Zm始点. Fc始点)
【００７３】
　また、ズームレンズ位置、フォーカスレンズ位置が共に終点であるときの合焦距離:L終
点は以下の数５式で求められる。
【００７４】
（数５）
       L終点 = f(Zm終点, Fc終点)
【００７５】
　遷移位置(0≦遷移位置≦1)がrの時、ズームレンズの遷移目標位置:Zm遷移、フォーカス
レンズの遷移目標位置:Fc遷移は以下の数６式の計算で与えられる。
【００７６】
（数６）
       Zm遷移 = Zm始点 + (Zm終点 - Zm始点)×r、
       ここで、Fc始点_遷移 = L_to_F(Zm遷移, L始点)、
       Fc終点_遷移 = L_to_F(Zm遷移, L終点)、
       とした時
       Fc遷移 = Fc始点_遷移+ (Fc終点_遷移- Fc始点_遷移)×r
【００７７】
　図５は、遷移カーブ変換の動作を示す図である。
　図５において、リニア遷移特性５６に基づいた送り制御ブロック４２からの制御目標（
入力値）５７を、遷移カーブ変換ブロック４３にて遷移カーブ変換を行い、各ドライバブ



(9) JP 4449663 B2 2010.4.14

10

20

30

40

50

ロック（ズーム、フォーカスなど）への制御目標（出力値）５９を生成することにより、
任意の遷移カーブ６０を得る。
【００７８】
　ここで、遷移カーブ変換ブロック４３における遷移カーブ変換の動作は、リニア遷移特
性５６からｎ点のサンプリング点を決め、リニアから任意のカーブへの変換を行う。この
際、隣接する２点間は直線補間で行う。
【００７９】
　例えば、送り制御ブロック４２からの制御目標入力値Ｘ、各ドライバブロックへの制御
目標出力値Ｙ、サンプリング点ｎ、リニア時の制御目標サンプリング値L(ｎ)、任意のカ
ーブ時の制御目標サンプリング値A(ｎ)のとき、送り制御ブロック４２からの制御目標入
力値Ｘが、L(Ｘ)≦Ｘ＜L(Ｘ＋１)の範囲に属しているとすると、遷移カーブ変換式は、以
下の数７式で求められる。
【００８０】
（数７）
Ｙ＝A(Ｘ)＋（A(Ｘ＋１)－A(Ｘ)）×（Ｘ－L(Ｘ)）／（L(Ｘ＋１)－L(Ｘ)）
【００８１】
　図６に撮影方向／範囲の移動手段の例を示す。
　図６Ａに示したように、撮像装置６１自体を動かし、パンニング／チルティング装置６
２を電動で行うパン／チルト台を用いる方法や、図６Ｂに示すように、レンズの移動６５
や可変頂角プリズム６６により光学系の光軸を変化させる方法や、図６Ｃに示すように、
イメージャ６７の一部分６８，６９を切り出す方法がある。後者の２つの例は、撮像装置
の手ぶれ補正手段として使われることが多いものである。
【００８２】
　図７にパン／チルト台を利用したパンニング／チルティングを示す。
　通常はリモコンなどからのモード情報や点間遷移指示値入力７７を受け、インターフェ
ース７５を介して制御マイコン７３の指示値駆動量変換部７６が信号発生装置７８を介し
て、パン／チルト装置７２に対する駆動を行うパン／チルト台駆動装置７９の駆動量に変
換し、パン／チルトを行う。上述した「記憶した２点間以上を自動で遷移するモード」に
入った場合は、その点間を遷移カーブに従って補間しつつパン／チルトを行う。
【００８３】
　図８に手ぶれ補正と同様の手段を利用した撮影方向／範囲の移動を示す。図６の説明で
述べたように、手ぶれ補正として用いられる手段と同様の方法で、撮影方向／範囲の変更
が可能であるため、手ぶれ補正を含めて図示した。手ぶれ補正を行わない場合は、手ぶれ
検出手段や手ぶれに対する補正量の算出は不必要となる。
【００８４】
　上述した「記憶した２点間以上を自動で遷移するモード」に入った場合は、その点間を
遷移カーブに従って光学補正手段８２の駆動量や、撮像素子８３であるイメージャ上の切
り出し領域を計算し、撮像方向／領域の移動を行う。
【００８５】
　その際、手ぶれ補正量に対して加算を行って移動を行えば、手ぶれ補正を行いつつ、点
間の遷移も行うことができる。（もちろん、手ぶれ補正量を無視して、点間の遷移を行う
ことも可能である。）
【００８６】
　図８に示す構成は、光学補正手段８２及び撮像素子８３を有する光学系８１、「手ぶれ
検出部」であって、その一例として、角速度センサなどのぶれ検出手段８７、動きベクト
ル検出などのぶれ検出手段８６、信号処理部８４、カメラ制御マイコン（マイクロコンピ
ュータ）８８、手ぶれ補正ブロック８９、光学補正手段駆動装置９７及び撮像素子駆動装
置９８などを備えた構成となっている。
【００８７】
　まず、カメラ制御マイコン８８の手ぶれ補正ブロック８９は、ぶれ検出手段８６、８７
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で検出した手ぶれによる像ぶれ量データを使用して、補正量（補正手段の移動量）を算出
する。
【００８８】
　カメラ制御マイコン８８の手ぶれ補正ブロック８９において、補正量演算部９２は、手
ぶれ振動データを補正量（補正手段の移動量）に変換する。この際、９３で示すユーザー
が選択するモード情報や点間遷移指示値にもとづいて必要に応じて補正／制限／変換を行
い補正量（補正手段の移動量）を算出する。
【００８９】
　なお、補正／制限／変換とは、補正手段の特性に応じた補正／制限（補正手段の移動量
をズームの位置に応じて変化させることや、光学的な制約に応じて移動量制限を行うこと
や、周波数特性に応じた位相／利得の補正を行うことなど）や、検出されたぶれ量を補正
手段による像移動量に変換することである。
　一例を挙げると、得られた角速度のぶれ量を積分し、角度に変換し、さらにズーム位置
に応じて像の移動量が変わる場合はそれを考慮して換算を行い、最終的な補正量（補正手
段移動量）の算出を行う。
　本実施例では、この段階において、補正量に対して点間遷移指示値を加算する、あるい
は補正量を点間指示値と入れ替えることによって、パン／チルト効果を実現することが可
能となるが、点間遷移指示値に関しても、補正手段に応じた補正／制限／変換を行う。こ
のことにより点間遷移を指定された遷移カーブに従って行うことが可能となる。
【００９０】
　この補正量は駆動手段への割り振り９４により、光学式補正の信号発生装置９５，電子
式補正の信号発生装置９６に割り振られる。
【００９１】
　続いて、光学補正手段駆動装置９７及び撮像素子駆動装置９８では、カメラ制御マイコ
ン８８から送られてくる補正（補正手段の移動量）データに基づいて制御信号を生成し、
この制御信号に基づいて光学系８１の光学補正手段８２を制御するか、又は撮像素子８３
による画像信号の取り込みタイミングや画像信号の切り出し範囲（アドレス）を制御する
。そして、信号処理部８４から送られてくる画像信号に所定の手ぶれ補正処理を施して次
段の記録装置に送出する。
【００９２】
　なお、上述した本発明の実施の形態に限らず、本発明の特許請求の範囲内であれば、適
宜、他の構成をとりうることはいうまでも無い。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の実施の形態の撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図２】制御マイコンの遷移カーブ変換機能を示すブロック図である。
【図３】ホワイトバランス遷移処理の動作を示すフローチャートである。
【図４】ズームとフォーカスを同時に遷移させた場合の動作を示す図である。
【図５】遷移カーブ変換の動作を示す図である。
【図６】撮影方向／範囲の移動手段の例を示す図であり、図６Ａはパンニング／チルティ
ング装置を用いる場合、図６Ｂは光学系の偏芯手段を用いる場合、図６Ｃは電子式並進切
り出しを用いる場合を示す図である。
【図７】パンニング／チルティング装置を用いるパンニング／チルティングを示す図であ
る。
【図８】手ぶれ補正を用いる撮影方向／範囲の移動を示す図である。
【符号の説明】
【００９４】
　１…ズームレンズ、２…アイリス、３…フォーカスレンズ、４…撮像素子、５…タイミ
ングジェネレータ(TG)、６…S/H回路、７… AGC(ゲインコントローラ）、８…A/Dコンバ
ータ、９…信号処理ブロック、１０…ホワイトバランスアンプ、１１… ビデオγ回路、
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１２…色再現マトリクス、１３…アパーチャー回路、１４…記録メディア、１５…ＬＣＤ
ディスプレイ、１６…VOUT（ビデオアウトプット）、１７…AFD、１８…OPD、１９…制御
マイコン部、２１…露出制御目標値計算部、２２…露出制御補間部、２３…ホワイトバラ
ンス制御目標値計算部、２４…ホワイトバランス制御補間部、２５…色再現目標値計算部
、２６…色再現制御補間部、２７…レンズ制御目標値計算部、２８…レンズ制御補間部、
２９…PAN/TILT制御目標計算部、３０…PAN/TILT制御補間部、３１…メモリ／実行モード
切りかえ部、３２…露出制御駆動指示部、３３…ホワイトバランス設定指示部、３４…色
再現マトリクス設定指示部、３５…レンズ駆動指示部、３６…PAN/TILT駆動指示部、３７
…制御値記憶ポジションＡボタン、３８…制御値記憶ポジションＢボタン、３９…遷移カ
ーブ切り替えスイッチ、４０…マニュアルフォーカスリング、…ズーム４１リング、４２
…送り制御部、４３…遷移カーブ変換部、４４…遷移カーブ選択部、４５，４６…ROMテ
ーブル、４７…PAN/TILT入力部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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